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箕面高校は2012年（平成24年）秋に

 創立50周年を迎えます。
箕面高校・光楓会・ＰＴＡなどによる

「創立50周年記念事業実行委員会」が今年からスタート！

記念事業の内容は
次号の光楓会報にて
ご紹介します。

創立50周年記念事業にご寄付いただける方は、
裏表紙の【協力金のお願い】をご覧ください。
どうぞよろしくお願いいたします。
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光
楓
会
員
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
母
校
の
た
め
に
、
光
楓
会
の

た
め
に
対
し
て
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。年
に
何
度
か
母
校
を
訪
れ
ま
す
が
、生
徒
の
挨
拶
、笑

顔
、元
気
な
姿
を
見
て
い
つ
も
安
心
し
て
い
ま
す
。先
生
方
の
努

力
、
昔
か
ら
培
わ
れ
て
い
る「
箕
面
高
校
の
校
風
」変
わ
る
こ
と

な
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、平
成
二
十
四
年
に
は
、母
校
創
立
五
十
周
年
の
年

に
な
り
ま
す
。一
期
生
の
先
輩
達
・
先
生
方
は
施
設
や
校
庭
等

の
未
整
備
の
中
、
明
る
く
強
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
し
て
今
の
素
晴
ら
し
い
箕
面
高
校
が
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。現
在
の
母
校
は
、卒
業
生
の
先
生
が
多
く
帰
っ
て
き
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。ま
さ
に
五
十
周
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

青
磁
の
校
舎
は
、
耐
震
補
強
で
少
し
見
た
目
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
今
で
も
堂
々
と
立
ち
、
校
内
の
庭
木
も
常
に
手
入
れ

が
な
さ
れ
、
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。食
堂
も
長
い
年
月

を
耐
え
て
未
だ
健
在
で
す
。文
化
祭
の
時
は
光
楓
会
役
員
も

食
堂
で
ご
飯
を
食
べ
ま
す
。

　

校
内
に
入
り
、
生
徒
に「
お
は
よ
う
！
」と
声
を
か
け
る
と
、

箕
面
高
校
の
生
徒
達
は
明
る
く
、
ち
ゃ
ん
と
大
き
な
声
で
反
応

し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
後
は
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。合

掌

（
九
期
生　

池
田
市
常
福
寺
住
職
）

　

光
楓
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
校
教
育
の
振
興
の
た
め
平
素
か

ら
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
箕
面
高
校
の
様
々
な
連
携

や
国
際
交
流
等
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
た
ち
に
大
き
な
教
育
成

果
を
も
た
ら
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。彼
ら
が

更
に
大
学
や
社
会
に
進
み
、
本
校
で
培
っ
た
力
を
十
二
分
に
発

揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
昨
今
の
大
阪
の
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
が
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
中
、
箕
面
高
校
で
は
、
学
習
と
行
事
・
部
活
動

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

教
科
指
導
に
力
の
あ
る
先
生
方
が
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
行
事
を

指
導
し
、
箕
面
高
校
ら
し
い
文
武
両
道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
力
向
上
に
向
け
て
の
土
曜
日
の
活
用
や
生
徒
の
学
力

を
測
る
全
国
的
な
模
擬
試
験
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。生
徒
た

ち
も
志
を
高
く
掲
げ
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。北
摂
地
域

に
あ
っ
て
箕
面
高
校
は
、
信
頼
さ
れ
安
心
感
の
あ
る
公
立
高
校

と
し
て
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。平
成
24
年
に
は
、
箕
面
高

校
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。光
楓
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
援
会
、
学
校
の
代
表
に
よ
る
実
行
委
員
会
も
2
回

開
催
さ
れ
、
箕
面
高
校
へ
の
熱
い
思
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
き
な
節
目
を
、「
未
来
に
発
展
す
る
箕
面
高
校
」を
支

援
す
る
事
業
と
位
置
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。す
で
に
箕
楓
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
会
組
織
）か
ら
は
、

2
教
室
と
国
際
交
流
室
に
エ
ア
コ
ン
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。特
に
22
年
度
は
学
級
増
に
加
え
、夏
季
に
は
暑
日
が
つ
づ
く

な
か
、
生
徒
た
ち
の
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。光
楓
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
箕
面

高
校
発
展
の
た
め
、
50
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
、
よ
り
多
く

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
、
教
員
生
活
最
後
の
3
年
間
を
母
校
で
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
く
幸
運
に
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、
母

校
に
戻
れ
た
と
い
う
喜
び
を
感
じ
た
の
も
束
の
間
、
教
育
改
革

と
予
算
削
減
の
う
ね
り
の
な
か
で
、瞬
く
間
に
時
が
過
ぎ
て
行
き

ま
し
た
。今
は
、生
徒
た
ち
に
も
っ
と
し
て
や
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
悔
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。し
か
し
、
思
い
を
一

に
さ
れ
た
先
生
方
は
、
き
っ
と
英
知
を
結
集
さ
れ
、
箕
面
高
校
の

更
な
る
発
展
に
導
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、光
楓
会
の
一
層
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、お
礼
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
四
期
生　

箕
面
高
等
学
校　

校
長
）

光
楓
会
会
長

松
尾
　
光
明

　中西良治（なかにしよしはる）  　
社会科

　紆余曲折の後、５年遅れで
２番目に就きたかった（ちな
みに1番目は新聞記者）教職
に。茨木市の中学校で２年、
地理の授業ができないと思
い高校の政治経済を再受験
し、まぐれで合格。住之江高
校（現在は改編され咲洲高
校になっています）に赴任。
その後、四条畷・柴島・布施
北・東豊中（現千里青雲）・
渋谷高校と６校を経験し、今
年４月に母校（これも紆余
曲折があったようです）に赴
任。
　４年間、毎日母校を眺めな
がら渋谷へ通勤していたの
ですが、教育実習以来実に
36年ぶりに、足を踏み入れ
ました。懐かしさとともに、

久しぶりに授業を担当する
ことに、胸を高鳴らせた４月
１日でした。
　懐かしさといえば、校歌の
一節にもある「青磁に映え
る」タイル貼りだった本館・
十字棟の校舎、そして、２・
３年生の履いている上靴、変
わってないなあ～。変化した
ものといえば「国際」の設置
とそのために建てられた？
一部タイル貼りの面影を残
す東館。
　あと２年で創立50周年、
伝統を守りつつ、新しさを求
める努力を続け、母校の発展
と箕面高校生の「夢」の実現
のため、老体に鞭打ちなが
ら、精一杯の応援をしていき
たいと思います。

　今年度、新規採用でまさか
母校である箕面高校に勤務
できるとは夢にも思っていま
せんでした。夢は叶えるため
にあるとはこのことかもしれ
ません。まさに、高校卒業時
に抱いていた夢は、箕面高校
で 先 生をすることでした。

諦めていた時期もありました
が、時間をかけてでもこの道
に進んだ甲斐がありました。
　日々この喜びを噛みしめ
ながら、箕面高校への恩返
し、生徒のための教育を全う
できるように頑張っていきた
いと思います。

期生

池谷陽平（いけたにようへい）  　
英語科期生

「
元
気
な
後
輩
達
」

「
ご
あ
い
さ
つ
」

学
校
長宍

戸
　
俊
夫

現在箕面高校に勤務されている
卒業生の先生方

28期
松田先生

17期
古川先生

13期
小松先生

３期
中西先生

35期
池谷先生

４期
宍戸校長先生
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8
期
同
窓
会

　

２
０
１
０
年
8
月
7
日
（
土
）、

8
期
第
3
回
学
年
同
窓
会
が
池
田
市

民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浅
野
先
生
、
青
木
先
生
お
二
人
を

迎
え
卒
業
生
１
０
４
名
が
集
い
ま
し

た
。
光
楓
会
松
尾
会
長
か
ら
お
祝
い

の
メ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
か
ら
プ
ロ
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
（
８
期
）
指
導
で
校
歌
を

斉
唱
し
大
変
好
評
で
し
た
。
集
合
写

真
は
今
回
も
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン（
８
期
）

に
撮
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生

方
の
ス
ピ
ー
チ
も
大
変
盛
り
上
が
り
、

3
時
間
が
本
当
に
短
く
感
じ
ま
し
た
。

１
期
同
窓
会

　

昭
和
60
年
に
光
楓
会
育
て
の
親
、

吉
田
源
三
郎
先
生
か
ら
「
そ
ろ
そ
ろ
一

期
会
を
開
い
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。」
と

勧
め
ら
れ
、
第
１
回
を
開
催
し
て
か

ら
第
5
回
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
22
年
10
月
9
日
（
土
）
に

帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
に
於
い
て
、
恩
師

の
先
生
方
、
光
楓
会
か
ら
松
尾
光
明

会
長
の
ご
出
席
を
頂
き
、
出
席
者
89

名
。
二
次
会
は
ホ
テ
ル
23
階
の
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
に
於
い
て
。
卒
業
し
て

45
年
！
思
い
出
話
、
近
況
、
仕
事
の

話
な
ど
な
ど
…
…
次
は
母
校
50
周
年

記
念
！
再
会
を
期
し
て
…
…
、
実
は
、

私
は
飲
み
な
が
ら
の
写
真
撮
影
に
夢
中

に
な
り
そ
の

あ
と
の
記
憶

が
あ
り
ま
せ

ん
。

3
期
同
窓
会

「
還
暦
記
念
堀
川
ク
ラ
ス
同
窓
会
」

　
「
今
年
は
還
暦
の
年
、
２
年
３
年
の

堀
川
先
生
の
ク
ラ
ス
同
窓
会
を
開
か

な
い
か
？
」
と
い
う
箕
面
高
校
時
代
の

友
人
S
君
か
ら
電
話
が
入
り
、「
還
暦

記
念
堀
川
ク
ラ
ス
同
窓
会
」
実
施
を

決
め
た
。

　

日
程
は
２
０
０
９
年
５
月
10
日
。

こ
の
日
は
毎
年
恒
例
の
光
楓
会
総
会

の
日
、
午
前
中
を
箕
面
高
校
で
過
ご

し
、
午
後
は
場
所
を
移
し
て
集
う
こ

と
と
し
た
。
当
日
、
箕
高
で
の
午
前

の
部
に
は
7
人
が
集
ま
り
、
総
会
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
だ
教
室
や
十

字
形
校
舎
を
懐
か
し
く
見
て
歩
い
た
。

　

午
後
は
池
田
市
民
文
化
会
館
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
堀
川
先
生
を
始
め
（
元
）

男
子
10
名
と
（
元
）
女
子
13
名
の
計

24
名
が
集
結
。
お
元
気
そ
う
な
堀
川

先
生
の
ご
様
子
に
は
生
徒
一
同
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
が
鬼
籍
に
入
る
に
は
あ
ま

り
に
も
早
す
ぎ
る
友
人
の
冥
福
も
祈

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
哀
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
会
社
で
は
管
理
職

で
難
し
い
顔
を
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ

る
男
性
も
、
家
で
は
孫
に
甘
々
の
顔

を
見
せ
て
い
そ
う
な
、
ば
あ
ば
も
じ
い

じ
も
す
っ
か
り
、
女
子
男
子
に
戻
り
学

生
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

４
期
同
窓
会

「
４
組
ク
ラ
ス
同
窓
会
」

　

２
０
０
９
年
12
月
13
日
、
ホ
テ
ル

ク
ラ
イ
ト
ン
新
大
阪
に
於
い
て
、
４

期
４
組
の
ク
ラ
ス
会
を
催
し
ま
し

た
。
出
席
者
は
尾
崎
格
先
生
は
じ
め

24
名
の
ご
参
加
で
、
大
変
懐
か
し
く
、

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
約
40
年
ぶ

り
の
再
会
で
会
場
は
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
現
在
尾
崎
先
生
は
、
河

内
長
野
で
「
ホ
タ
ル
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
方
々

と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

15
期
同
窓
会

　

一
昨
年
５
月
１
日
（
土
）
梅
田
に

て
、
第
15
期
生
卒
業
後
30
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
本

田
正
行
、
村
上
万
里
、
堤
輝
明
、
森

田
佐
和
子
、
杉
本
憲
治
、
齊
藤
良
二
、

石
田
伸
子
（
順
不
同
）
の
各
先
生
方

の
ご
出
席
を
賜
り
、
出
席
者
総
数
約

１
７
０
名
の
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
次
会
に
も
約
１
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
五
次
会
ま
で
参
加
し
た
人
も

い
た
程
で
す
。
30
年
振
り
の
再
会
に
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
お
互
い
の

変
わ
り
様
を
驚
き
あ
っ
た
り
し
て
、
大

変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日
上

映
さ
れ
た
体
育
祭
な
ど
の
動
画
、
15
期

生
の
活
躍
状
況
、
在
学
時
&
当
日
撮

影
し
た
各
学
年
・
全
ク
ラ
ス
の
写
真
、

現
在
の
母
校
の
写
真
等
々
は
、
15
期
生

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
光
楓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
会
員
の

ペ
ー
ジ
↓
15
期
生
の
ペ
ー
ジ
）

　

８
月
７
日
に
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
で
16
期

生
の
同
窓
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
同
窓
会
を
行
っ
て
以
来

10
年
振
り
と
な
り
、
ま
た
今
年
は
、
16

期
生
に
多
い
寅
年
で
も
あ
る
の
で
同
窓

会
を
行
う
の
に
は
良
い
年
回
り
と
な
っ
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ジャーで、１月から始まる新人戦で１勝でも多くで
きるように日々練習に励んでいます。最近の成績：
春季大会２回戦 箕面2―0市立堺、３回戦 箕面4
―0芦間、４回戦 箕面1―4刀根山、高校総体 ２回
戦 箕面4―0貝塚南、３回戦 箕面2―3阿倍野。

アメリカンフットボール部
　「大阪府大会優勝」を目標に、日々の練習に取
り組んでいます。男子の入学数が140名と少なかっ
たにも関わらず、16名の新入部員を獲得。毎日、
汗まみれ、泥まみれで練習しています。上、下級
生の仲も良く、厳しい練習もお互いに刺激し合い
ながら頑張っています。

ボクシング部
　ボクシング部は、試合や大会には参加していま
せんが、先輩、後輩仲良く熱心に練習しています。
ランニングや縄跳び、パンチの練習、筋トレなど
メリハリのある活動です。活動場所の剣道場の清
掃もしっかりやっています。

合気道部
　今年度１学期終り頃から活動を始めました。池
田高校には以前からあり、部員も多数です。箕面
でも護身術として、礼儀や強い精神力を身につけ
るため稽古をしています。全員女子ですが、来年
の新入生は男子も加わると思われますので、しっ
かりとした技の習得を目指して努力しています。

ダンス部
　ダンス部は年々部員が増え、本年は１・２年併
せて42名という大人数で活動し、例年のダンスサ
ミット（12月）、ダンスフェスタ（2月）などの参加
の他、豊中まつり準優勝、ダンススタジアム西日
本大会決勝進出などの成果を挙げている。文化祭
においても、グループ演技・全体演技ともに日頃
の練習の成果を発揮し、躍動感溢れる、印象的な
舞台を創り上げることができた。

民謡研究部
　この間の文化祭は猛暑のため、少しでも涼しい環
境でお客さんに野外ライブを楽しんでもらおうと、
藤棚下に客席を設けステージを組み、個性ある15
の民研バンドがギラつく太陽が照りつける中、暑さ
を吹き飛ばすような元気な音を響かせた。また昨
年も夏にスニーカーエイジス2010に1・2年生混合バ
ンドが参加し、息の合ったサウンドを聴かせてくれ
た。現在部員53名がいろいろなライブ活動を目標
に練習に励んでいる。

文　芸　部
　４月初めの新入生歓迎号を発行し、文化祭で
は部員による作品集を販売しました。たくさん買っ
ていただき、やりがいを感じています。

邦　楽　部
　邦楽部は今年も本校卒業生の先生に外部講師
として指導いただき、充実した活動を続けていま
す。今年は１年生に男子部員も入りました。琴、
三絃、十七絃の合奏で古典からジャズ、ポップス
の編曲物まで幅広いジャンルの曲に挑戦していま
す。文化祭、芸文祭といった大きな舞台以外にも、
留学生のフェアウエルパーティー、中学生への学
校説明会、また近隣の老人ホームなど多くの場で

演奏活動を行っています。

美　術　部
　今年度は第62回高校展に６点出品、１人が優秀
賞、１人が奨励賞を受賞、優秀賞の２年生・細川

さんの作品は選考の結果、
第35回（平成23年度 ）全
国高等学校総合文化祭に
大阪代表として出品が決定
しました。オランダからの
留学生も入部し、芸文祭、
ブロック展に向け、部員皆
で楽しく、そして熱心に制
作に励んでいます。

放　送　部
　今年は、第57回NHK杯全国高校放送コンテス
トに参加しました。
　大阪大会決勝では、アナウンス部門で２年生の
横山夕将が２位に入賞。同じく室谷悠馬が入選す
ることができました。全国大会に進んだ横山は、
準決勝に進出（大阪代表としては６年ぶりの快挙
でした）し、CDに載せて頂く事になりました。そ
の他、10月10日には、大阪高等学校総合体育大
会バスケットボール大会閉会式の司会を2人の放
送部員がさせていただきました。学内でも、昼の
放送のほか、体育祭や文化祭で司会・校内有線
放送などに取り組んでいます。来年に向け、発声
練習などを続けながら、本格的なドキュメンタリー
作品とドラマ制作を始めています。

エレクトロニクス研究部
　少人数ではありますが、文化祭に向けて日々コ
ツコツとパソコンでゲーム製作等を行っています。
また、OBとのつながりも深く、年１回のアマチュ
ア無線コンテストでもその協力を得て参加してい
ます。

茶　道　部
　今年の文化祭は、和やかな雰囲気の中たくさん
の人に来ていただき、好評で終わりました。少しで
も和敬清寂の境地にふれられたらと願っています。

華　道　部
　未生流の先生にご指導をお願いし、月２回程度
のお稽古にいらして頂いています。先生は本校の卒
業生の方で、長年にわたりお世話になっています。
文化祭では様々な花材の生け花を展示し、見学の
方々に楽しんでもらっています。今年も「きれいで心
が和みました」という感想を寄せて頂きました。

家庭科部
　部員たちは楽しく仲良く活動しています。日頃
の活動内容は、ケーキやお菓子などのレシピを持
ち寄り調理活動を、文化祭ではテーマを決めて、
被服のデザインや製作をし、「ファッションショー」
として舞台発表をしています。

吹奏楽部
　箕面高等学校吹奏楽部は、現在17名で楽しく
活動しています。顧問の先生も替わり、以前とは
又違った雰囲気があります。夏の吹奏楽祭を始め、
コンクール・文化祭・第一ブロック音楽会などで
演奏してきました。来春４月１日には、メープルホー
ルで定期演奏会を行います。是非、応援してくだ
さい。

漫画・イラスト研究部
　現在、１年生６名、２年生８名で活動しています。
今年の文化祭では、イラスト・漫画の２冊の部誌
の発行や室内展示により、幅広い年齢の方々に楽
しんでいただくことができました。また漫画甲子
園に参加するためにがんばっています。日々の活
動では、描き方や構成の仕方について、みんなで
知恵を出し合い、活動しています。

演　劇　部
　復活３年目の演劇部は、公式戦にあたる研究
大会（コンクール）出場の他、夏の高校演劇祭

（HPF）参加公演や文化祭公演、校内自主公演
など、生徒創作劇を中心に年間５〜６回の公演
を行っています。コンクールでは、地区大会出場

２回目の昨年
は 創 作 脚 本
賞。 今 年 度
の 地 区 大 会
で は、 府 大
会 近 畿 大 会
の 常 連 校 に

肩をならべて最終選考に残り、個人演技賞候補
にも2名があがり、惜しくも最優秀はのがしたも

のの、次点の優秀賞に輝きました。

合　唱　部
　昨年度末に１年生10名で同好会として発足しまし
た。週２回地道に練習に取り組み、本年度2学期
より部に昇格しました。9月の文化祭では、音楽室
で日頃の練習の成果を発表しました。

ク
ラ
ブ
報
告

文化系
クラブ名 １年 ２年 合計

体
育
系

陸上競技 15 11 26
水泳 10 16 26
体操 7 14 21
男子テニス 9 13 22
女子テニス 11 6 17
卓球 7 6 13
男子ハンドボール 15 8 23
女子ハンドボール 9 8 17
男子バスケットボール 15 14 29
女子バスケットボール 8 1 9
男子バレーボール 7 7
女子バレーボール 4 4 8
ソフトボール 8 8 16
バドミントン 12 10 22
剣道 5 3 8
サッカー 23 21 44
アメリカンフットボール 22 11 33
ボクシング 9 5 14

体育系合計 196 159 355

文
化
系

ダンス 19 23 42
民謡研究 38 15 53
文芸 2 4 6
邦楽 2 3 5
美術 8 2 10
放送 7 7
エレクトロニクス研究 3 3 6
茶道 6 7 13
華道 2 5 7
家庭科 2 4 6
吹奏楽 13 8 21
漫画研究 8 6 14
演劇 4 3 7
合唱 1 9 10
合気道 5 3 8

文化系合計 113 102 215
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陸上競技部
　選手20名、マネージャー 6名、総数26名です。
長距離選手たちは、３年生と共に11月の駅伝に向
かって走りこんでいます。短距離選手とフィールド
の選手たちは、春の試合に出場するため、パート
長が考えたメニューで日々厳しい練習に耐えなが
ら、目標を高く、最速ランナーを目指して頑張っ
ています。

水　泳　部
　2009年は、水泳部創部40周年を地元開催の
インターハイ出場（神野舞、200Mバタフライ）
で飾ることができました。2010年も、12名が中
央大会出場、公式戦で５種目に決勝進出するなど、
40人近い部員で頑張りました。3月には丹波篠山
で合宿、５月から泳ぎ始めて、中央大会から近畿
大会、インターハイ出場をめざします。また、水
泳部創部40周年記念誌が完成しました。ご希望
の方は、276209@gmail.com（寺本）までご連絡
ください。

体　操　部
　体操部は選手18名、マネージャー３名の合計
21名で、日々各個人の目標に向け練習に励んでい
ます。今年度は、府立高校大会では女子団体総
合５位、男子団体総合２位、また大阪高等学校
総合体育大会では女子団体総合８位、男子団体
総合３位、２年生の吉田翔太くんは男子個人総合
６位に入賞しました。これからの大会などに向け、
少しでも良い成績を残せるよう皆毎日練習に取り
組んでいます。

男子バスケットボール部
　部員は２年生13名・マネージャー１名、１年生
12名・マネージャー 3名です。全員で来年１月の
新人戦に向けて練習を頑張っています。

女子バスケットボール部
　本年度のインターハイ予選は１回戦大阪青凌、
２回戦関西福祉科学に勝利し、３回戦枚方津田
に辛勝し４回戦進出。しかし、４回戦の大阪桐蔭
には大敗し、３年生は引退。２年生１名、１年生
8名（マネ３名含）の新チームで迎えた大阪総体
は１回戦で金光大阪に惜敗。豊中大会は12校中
８位。現在、外部コーチの指導のもと９名の部員
で頑張っています。今後ともご声援をよろしくお
願いします。

男子テニス部
　平成22年度、春の総体団体戦で現3年生の活
躍により、本戦に勝ち上がりました。5月以降は現1・
2年が主力となり、日頃の練習や夏の合宿の成果
もあり、秋の総体や公立学校大会予選にブロック
優勝し、本戦に勝ち上がりました。本戦では強豪
私学などの壁があり、勝ち上がりませんでしたが、
個人戦（総体シングルス2名、ダブルス１組が本戦

へ）なども、素晴らしい成果をあげ、今後の躍進
が期待されます。

女子テニス部
　本年度４月以降、限１・２年が主力となり、部
長を中心に、日頃の練習の積み重ねや夏の合宿
の成果もあり、秋の総体や公立学校大会予選に
ブロック優勝し、本戦に勝ち上がりました。本戦
では強豪チームの壁があり、勝ち抜きませんでし
たが、個人戦（総体シングルス2名、ダブルス１組
が本戦へ、BEST32になる）なども、素晴らしい
成果をあげ、今後の大いなる躍進が期待されます。

卓　球　部
　一昨年に復活！今年も新入部員７名を迎え、近
畿大会出場を目指し日々練習に励んでいる。春と
夏に開かれる北摂大会においては、私立の強豪
校ひしめく中でベスト8の常連となっている！他校
との合同練習、練習試合も頻繁に行い、夏には
丹波篠山で他校との合同合宿も実施している。初
心者でも経験者でも区別なく練習し、共に笑い共
になく、そんなクラブを目指している。

男子ハンドボール部
　今年度15名の新入部員を迎え、総勢29名の大
所帯で活気ある活動を行ってきました。春のイン
ターハイ予選は北地区２位・大阪府ベスト８へと進
出。新チームになり、夏の合宿として参加した長浜
ドーム大会では第４位という成績を残すことができ
ました。OBである赤壁氏の指導の下、これからも
近畿大会出場を目指し頑張りたいと思います。（詳
しい戦績は大阪高体連ハンドボール専門部ホーム
ページをご覧ください）

女子ハンドボール部
　ハンドボール経験者が少ない状況ですが、厳
しい練習の成果としてここ数年常に大阪府ベスト
８に進出しており、平成17・19年に続き平成21年
にも近畿大会出場（ベスト16へ進出）を果たしま
した。今年度は近畿大会出場に一歩届きませんで
したが、新チームも夏の大会は大阪府ベスト8、

長浜ドーム大会で第３位
に入賞しました。私学の
強豪がひしめく大阪で唯
一、公立校として上位に
進出し続けています。生
活面を正し、学習との両
立を基本とし、「打倒私学」

「近畿大会出場」を目標
にこれからも頑張ります。

男子バレーボール部
　現在部員は１年生7名で活動しています。部員
数は少ないのですが、日々練習に励んでいます。
人数が少ないので、練習も苦労が多いのですが、
現在、多くの先輩方に指導を受けながら公式戦
での勝利を信じて、頑張っています。

女子バレーボール部
　2009年秋の部別、2010年春の部別共に、2部
の２位。１部昇格まであと一歩のところでした。
１部昇格、近畿大会出場を目標に、日々、自らを
律し真剣でかつ楽しんで活動しています。現在の
悩みは部員の少なさ、先輩の皆さん、是非バレー
をしに来て下さい。

ソフトボール部
　夏の第１学区大会では２部第２位、秋季大会（公
式戦）は、１回戦は突破しましたが、２回戦で私
学の強豪校に敗れました。今年度からは、中学
校や社会人チームとの練習試合や合同練習も取り
入れ、技術の向上だけでなく、同年代の人以外と
交流することにより、豊かな人間性を育むことに
も力を入れ、日々頑張っています。

バドミントン部
　40期生の藤谷コーチや44期生の笹部コーチの
指導のもとに、２年生10名、１年生12名が熱心に
練習しています。今年も滋賀県今津で夏合宿をし
ました。2010年度インターハイ大阪府予選では、
女子ダブルス２部ベスト４に入るペアが出ました。
OB・OGの皆さんが指導に来て下さることを部員一
同待っております。練習予定は顧問の岡田または
安藤にお問い合わせ下さい。

剣　道　部
　留学生を２人迎えて、人数はまだまだ少ないな
がらも日々稽古に励んでいます。今年度は箕面市
民大会・個人戦で２年辻君が準優勝、１年堤野
君が３位に、豊中市民大会個人戦では２年小柴
君が準優勝の成績を修めています。秋の高校総
体では惜しくも結果が残せませんでしたが、これ
からの新人戦、来年度のインターハイ予選に向け
て頑張っています。

サッカー部
　今年度は３年生４名が秋の高校総体まで残っ
て、１・２年生を引っ張ってくれました。現在は、
２年生18名、１年生21名の部員と５名のマネー
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ラ
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体育系
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光楓会の２０１０年度（平成22年度）の活動は、
　 ・５月８日（土） 箕面高校食堂にて第45回総会開催（参加者54人）
　 ・９月18日（土） 箕面高校文化祭にて光楓会ルーム運営
　 ・２月28日（月） 卒業式予行演習にて皆勤賞の表彰

　 ・３月１日（火） 会報第19号の発行
などを行っています。
　また、役員の任期は２年（再任は妨げない）で、2010年の総会にて一覧
の役員に改選しました。光楓会活動の前後には役員会を行い、活動が円滑
に進められるように打合せを行っています。
　光楓会活動を活発にするために、今後とも会員の皆様の多くのご協力・
ご参加をよろしくお願いいたします。

光楓会活動
光楓会2010年度～ 2011年度役員

役職 期 名　前

会　長 9 期 8 組 松尾　光明
副会長 4 期 1 組 山口まゆみ

4 期 2 組 金子　晴美
6 期 9 組 黒田　朋子

20 期 4 組 山ロ　雅代
会　計 17 期 4 組 古川　智子

会計監査 13 期 2 組 小松　弘明
28 期 6 組 松田　剛志

書　記 10 期 8 組 森　　勇人
33 期 4 組 廣田　　学

特別理事 1 期 5 組 松本　勝彦
1 期 8 組 杉迫　義昭

理　事 6 期 7 組 岡本　真弘
6 期 8 組 多田　　実

10 期 6 組 加藤　孝之
14 期 3 組 粟飯原裕子
14 期 3 組 河田　　慈
33 期 9 組 岡本　健裕

顧　問 3 期 7 組 中西　良治
13 期 2 組 小松　弘明
17 期 4 組 古川　智子
28 期 6 組 松田　剛志
35 期 2 組 池谷　陽平

オモイ
デ
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　体育祭は９月７日、記録的
な猛暑と言われる中で行われ
ましたが、連日の晴天とは打っ
て変わり、曇りという最高の条
件でした。縦割りで分けられ
た８つの団で競う、箕面高校
伝統の立て看板、そして応援合戦（ダンス）
は年を経るごとに、その熱の入り方、完成度
は高まっていくように感じます。生徒たちの

笑顔、嬉し涙、悔し涙
から私たちは力や希
望をもらいました。

　普通科と国際教養科が一緒の修学旅
行になって以来、海外が主流となってい
ます。現在２年生の47期生は11月にマ
レーシア、シンガポール、インドネシアと、

３カ国にまたがって行きました。46期生
は台湾へ、48期生もマレーシア、シン
ガポール、インドネシアへ行く予定です。

北館に引き続き、４月～９
月にかけて南館の耐震化工
事が行われました。
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行
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母校情報2010年度
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　（（（ⅡⅡⅡ期）期）期）

　体育祭の翌週である17、18
日（一般公開）に開催されまし
た。何といっても最近の目玉
は３年生の演劇です。各クラ
ス、ときには喧嘩もしながら、１つのものを作り上げ
ていきます。その達成感が、クラスの団結力をより強
いものとしていきます。その他にもクラブの舞台発
表を見るために、体育館は常に人で溢れています。

　１・２年生はというと、展示、ゲーム
や飲食店などで文化祭を盛り上げて
くれています。卒業生のみなさん、是
非、生徒たちの独創的なアイデアを見
に学校へ足を運んでください。

総会にて 役員会にて

オモイ
デ
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1 . 私立大学
2009年(45期生) 2008年(44期生)

現役 浪人 計 現役 浪人 計
関 西 84 34 118 69 24 93
関 西 学 院 70 17 87 44 31 75
同 志 社 20 25 45 9 25 34
立 命 館 32 9 41 16 27 43

小　　計 206 85 291 138 107 245
京 都 産 業 5 5 10 4 0 4
近 畿 45 16 61 38 24 62
甲 南 28 8 36 31 13 44
龍 谷 12 21 33 28 3 31
京 都 女 子 2 0 2 2 0 2
同志社女子 5 0 5 9 6 15
神戸女学院 5 0 5 11 0 11
武庫川女子 23 1 24 29 0 29
関西外国語 10 0 10 21 0 21
京都外国語 11 0 11 18 0 18
早 稲 田 0 0 0 0 1 1
慶 応 0 0 0 0 0 0
上 智 1 0 1 1 0 1
明 治 1 1 2 1 0 1
青 山 学 院 1 0 1 1 1 2
立 教 0 0 0 0 0 0
中 央 0 0 0 0 0 0
法 政 1 1 2 0 0 0

小　　計 150 53 203 194 48 242

2 . 国公立大学
2009年(45期生) 2008年(44期生)

現役 浪人 計 現役 浪人 計
京 都 0 0 0 0 0 0
大 阪 0 0 0 2 3 5
神 戸 0 0 0 2 2 4
東 北 1 0 1 0 0 0
埼 玉 0 0 0 1 0 1
都 留 文 科 0 0 0 0 1 1
金 沢 1 0 1 0 0 0
静 岡 0 1 1 0 0 0
三 重 1 0 1 0 0 0
滋 賀 医 科 1 0 1 0 0 0
京 都 教 育 0 0 0 1 0 1
京都工芸繊維 0 1 1 0 0 0
大 阪 教 育 2 0 2 1 0 1
奈 良 教 育 2 0 2 0 0 0
岡 山 1 0 1 0 0 0
山 口 1 1 2 1 0 1
香 川 0 0 0 0 1 1
愛 媛 0 1 1 0 0 0
大 分 1 0 1 0 0 0
国立大合計 11 4 15 8 7 15
大 阪 市 立 1 1 2 3 3 6
大 阪 府 立 0 0 0 3 2 5
埼 玉 県 立 0 0 0 1 0 1
福 井 県 立 0 0 0 1 0 1
奈 良 県 立 0 0 0 2 0 2
兵 庫 県 立 1 1 2 0 0 0
京 都 府 立 1 0 1 0 0 0
神戸市外国語 3 0 3 1 1 2
北九州市立 0 0 0 0 1 1
長 崎 県 立 0 0 0 1 0 1
首都大学東京 1 0 1 0 1 1
公立大合計 7 2 9 12 8 20
国公立大計 18 6 24 20 15 35

主
な
大
学
の
合
格
者
数

　昨春卒業した 44 期生と今春卒業した 45 期生の進路状況

についてご報告いたします。卒業生の９割以上が四年制大学

進学を希望する一方、ここ数年短大志願者は激減し、この２

年間の短大進学者はいずれも１ケタにとどまっております。

専門学校は看護や美容、調理など合わせて毎年 10 名程度な

がら進学者が出ています。就職者は昨年、今年とも 0 名でし

た。また、この数年、外国の大学に直接進学する者も出てお

ります。43,44 期生は 2 年連続で 1 学年 7 クラス（280 名）

でしたが、45 期生は 1 学年 8 クラス（320 名）に増えました。

その中で今春の関関同立合格者は 290 名を上回り、この数

年間で合格者は大きく増えました。国公立に関しては、今春

の現役合格者は浪人生を含めて 23 名と減少しました。（別表

参照）センター試験の出願率は、今年度の 3 年生については

7 割 6 部と大きく増加しています。受験機会の多様化の中、

浪人する者は減少する傾向にあります。この背景には少子化

にともなう大学入試競争の緩和があると思われます。受験生

の減少にともなう定員割れの生じた大学が、今春は私立大学

全体の約半数になっています。しかし一方では、関関同立な

ど、難関私立大学に受験生が集中する二極分化傾向が著しく

なっています。こうした傾向の中、大学に入っていったい何

をしたいのか、しっかりした目標を持った上で学校選択、受

験に臨む心構えが益々重要になってきます。そのために、３

年生全員が大学を訪れ授業やキャンパスライフを体験する５

月の「キャンパス体験」や、週に１回、放課後に大学へ行っ

て希望する授業を受講する高大連携事業などを実施しており

ます。後者に関しては従来の大阪大学に加えて関西大学、関

西学院大学とも協定を結び、今年も多数の生徒が大学生と肩

を並べて勉強しており、大学が修了認定した者には箕面高校

の正式単位（1 単位）を与えております。さらに、海外進学

を視野に入れて、毎年夏休みに実施しているオーストラリア、

ニュージーランドの語学研修においても現地の大学と協定を

結び、単位認定をともなう高大連携を行っております。これ

らの取り組みとともに一人ひとりの生徒に対してきめ細かい

進路相談を行い、よりよい進路選択の実現に向けて教員一同、

日々奮闘しております。その際、様々な職種に就いておられ

る卒業生の皆様に、必要に応じて生徒へのアドバイスをお願

いする「進路サポーター」として随時お願いをしております。

今後とも、進路指導の充実のため、卒業生の皆様のあたたか

いご支援を何とぞよろしくお願い申し上げます。

進路状況報告　
大阪府立箕面高等学校進路指導部

（2010年4月現在）
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　お食事・お飲み物（アルコールは用意いたしません）を準備して、
先生方・会員の皆さまのお越しをお待ちしております。
　恒例のビンゴゲームでは、豪華な景品を準備しております。
　耐震化工事や校舎壁の塗り替えなどで、雰囲気が少し変わった校舎
を訪れてみませんか。懐かしい緑は今も変わらず残っています。

今年の卒業成人式は  “26期生”  です。
　多くの出席により盛大な総会で、楽しい時間を皆さんと共に。

編集
後記

箕面高校は今も活気に満ち溢れています。この校
風が私たちに与えてきたものは、今も相変わらず
存在します。今回の光楓会報が、そんな今も昔も

変わらない箕面高校を懐かしんでいただくきっか
けとなれば、光楓会役員一同うれしく思います。そ
していよいよ来年、箕面高校創立50周年を迎え

ます。ひとつの大きな節目を迎えるにあたり、箕面
高校のさらなる発展に向け、これからも会員の皆
様のご支援、ご協力をよろしくお願い致します。

【協力金のお願い】
光楓会報の発行は、卒業生の皆様からの協力金
によって支えられています。

2,000 円 より
同封の振り込み用紙にてお振り込みください。
なお、箕面高校創立50周年記念事業にご寄付
いただける方は、２,000 円以上の額をご寄
付ください。
ご寄付のうち、２,000 円は光楓会報の発行協
力金に、２,000 円を超えた分の全額は、50周
年記念事業に使わせていただきます。

これからも引き続き光
楓会報が発行でき
るよう、皆様のご
協力をお願いいた
します。

日時 平成23年５月14日（土）
 12：00～14：00

場所 箕面高校食堂　

ホームページアドレス http://www.kofukai.gr.jp

第17号の会報誌より「Ａ４サイズ／８ペー
ジ」となり、多くの情報を掲載することが可能
となりました。
母校の現状や光楓会活動の様子などを知っ
て頂き、光楓会員相互の絆がより一層深まれ
ば幸いと考えております。

～光楓会事務局～

◆最近、同窓会の名前を用いて、新聞へ
の広告依頼やさまざまな勧誘の電話が
あるようです。このような業者と同窓会
は無関係であり、 同窓会が正式に契約
しているのは㈱サラトのみです。どうか、
対応にご注意いただき、不審な電話に
はきっぱりとお断りいただきますようお
願い致します。

平成18年度から
名簿管理及び、
光楓会報の作成・発送を
㈱サラトに委託しました。

ご注意下さい!!ご注意下さい!!

■ 同期会、クラブOB･OG会、クラス会等情報をお寄せください。
　今後の活動の参考にさせていただくとともに、次号の会報に掲載させていただきます。

■ 光楓会から、各期会の支援について
　光楓会員が、各期毎の同窓会を開催しようとするとき支援をいたして
おります。
　宛名シールの打ち出し（名簿管理会社㈱サラトに依頼）、準備の場所提
供、会場の情報等も考えておりますので、気軽にご相談下さい。なお、その
節は会の報告をお願いいたします。
　お問い合わせは箕面高校内光楓会、もしくは会長宅にお願いいたしま
す。（各役員もOKです）

　   住所不明者調査にご協力を！
 「もしこの会報が届いていない同窓生がおられましたら、至急光楓会ま
で、ご連絡を下さい」
　平成20年秋に名簿７号を発刊いたしました。その際かなりの調査をし
たのですが、まだ約5,800名の住所不明者がおられます。友人･知人･先輩
･後輩で、この会報が届いていない方は、住所不明者となっております。是
非この機会にご連絡をいただきたく存じます。会員各位には、ご協力のほ
どよろしくお願い申し上げます。
　 〒562－0004　箕面市牧落4－8－66　箕面高等学校内　光楓会宛

もしくは e-mail：koumyom@ka2.so-net.ne.jp 連 絡 先

〒563－0043 池田市神田3－11－2　常福寺　松尾光明
TEL：072－751－3940　FAX：072－754－1226
e-mail：koumyom@ka2.so-net.ne.jp 

光楓会長
連 絡 先

  各種お願い

光楓会総会のお知らせ第46回


